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1. はじめに 
 

株式会社東興電機製作所は 1963 年に創業し、製造部門（医療機器 精密機器 機械加工/組立、超精密微細配線加工）と、

IT に関する様々なサービスを提供する IT サービス部（「TOKO DS」）から構成されています。 

 

当社のエコ活動は、2008 年新年、「今年は環境問題に社員全員が関心を持ち、会社として何ができるか考え、具体的に行

動していこう」という社長の挨拶から始まりました。同年 6 月、取引先との会合で「エコアクション 21」の存在を知り、

認証取得を目指して取り組みを開始。翌 2009 年 4 月には認証を取得し、2019 年には、認証・登録 10 年継続企業として

表彰されています。 

 

現在も、エコアクション 21 のガイドラインに則り、省エネ・省資源・廃棄物削減などの環境保全活動に継続して取り組

んでいます。 
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2. 組織の概要 
事業所名及び代表者氏名 

株式会社 東興電機製作所  取締役社長 土橋 一雄 

 

 

 

 

 

資本金 

1,000 万円 

設立 

1963 年 6 月 

事業所所在地 

三鷹本社：〒180-0006 東京都武蔵野市中町 1-9-5 第一中央ビル 4 階 

青梅工場：〒198-0022 東京都青梅市藤橋 3-3-5 

柏事業所：〒277-0803 千葉県柏市小青田 5-12 

EMS 責任者氏名及び連絡先 

川本 純子 

TEL：0422 55 5055(代表)/FAX：0422 55 5051/メール：soumu@tokods.com 

事業内容 

三鷹本社（IT サービス部）： 

Web サイト/IT 機器検証、取扱説明書・マニュアル制作、技術翻訳 

青梅工場（製造部）： 

超精密微細配線加工、医療機器 精密機器 機械加工/組立、試作製作 

柏事業所（製造部）： 

超精密微細配線加工、医療機器組立、試作製作 

規模 

従業員数：48 名（2024 年 12 月時点） 

敷地面積：三鷹本社：86.1 ㎡/青梅工場：1495.96 ㎡/柏事業所：198.72 ㎡ 

取得認証 

ISO9001（精密電子機器と電気部品の製造および修理）、ISO13485（超音波診断用

プローブの製造）、ETL マーク(北米)、医療機器製造業、他 
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3. 対象範囲・対象期間 
 

 

認証・登録の対象範囲：全社（三鷹本社、青梅工場、柏事業所） 

対象期間：2024 年 1 月 1 日～2024 年 12 月 31 日 

 

  



環境経営レポート | 6 

 

4. 環境経営方針 

株式会社東興電機製作所 

環境経営方針 
 

 

株式会社東興電機製作所は、医療機器の製造、精密機器の製造およびITに関する様々なサービスを提供している、環境負荷の低い事業所です。

次世代に豊かな地球環境を引き継ぐため、社員ひとりひとりが楽しみながら、環境保全活動の取り組みを継続し改善します。 

 

(1) 製造工程、ITサービス業務で使用する電気消費量の削減に取り組みます。 

(2) 社員全員が会社の環境負荷を把握し、省エネルギー・廃棄物の削減に努めます。 

(3) 製品不良率の削減、早期納品、およびIT技術の活用による業務効率化により、環境負荷の低減に取り組みます。 

(4) 社員全員が環境保全に対する意識向上に努めます。 

(5) 社外に環境保全活動の重要性を発信していきます。 

(6) 環境に関する法規制や条例および当社が合意するその他の要求事項を遵守します。 

 

 

制定日 2008 年 6 月 30 日 

改訂日 2020 年 3 月 31 日 

2024 年 4 月 10 日 

 

株式会社東興電機製作所 

取締役社長 土橋 一雄 
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5. 実施体制 
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役割、責任及び権限  

* 「EMS」＝環境マネジメントシステム、「EA21」=「エコアクション 21」 

代表 1 代表者 

2 環境方針の作成、見直しを行う 

3 環境方針を承認、周知する 

4 資源（人・もの・金）の決定権を有する 

5 環境管理体制の整備を行う 

6 定期的に EA21 全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する 

7 環境管理責任者、環境運営委員等を任命する 

環境管理 

責任者 

1 EA21 ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築、実行し、実績の向上をはかる 

2 上記 1 の結果を代表者へ報告する 

3 EA21 文書類の承認、決済を行う 

4 環境委員会の委員長として環境保全活動全般の舵取り、実行推進を行う 

5 資源（人・もの・金）の承認を行う 

6 環境委員、部門代表を指名する 

7 社外からの苦情などの環境管理情報を受理、記録する 

8 その他、EMS の確立、実施、維持及び管理に関し必要な業務を行う 

9 各拠点の環境経営活動計画の取組を承認する 

環境運営 

委員会 

1 EMS の運用管理に必要な人的資源、技能等の準備を行う 

2 環境管理責任者を推薦し、EMS の確立、実施、維持等に関する業務及び、EMS の実績に関し本会議に報告する業務を行う 

3 環境経営目標の設定及び環境経営活動計画の作成、見直しを行う 

4 工場長は各拠点の環境経営目標の設定及び環境経営活動計画の作成、見直しを行う 

5 環境経営の手順書の作成及び改訂を行う 

6 環境への負荷の自己チェックを実施する 

7 環境への取り組みの自己チェックを実施する 

8 工場長は各拠点の環境へ負荷及び取組の自己チェックを実施する 

 9 各拠点の環境経営活動計画の取組結果作成及び評価を実施する 

10 EMS の見直しを行う 

  11 環境管理委員会の円滑な運営のための各部門内の連絡・調整をする 
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6. 環境経営目標および実績 
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7. 環境経営活動計画・取組結果と評価 

7-1. 青梅工場 

 

㈱東興電機製作所（青梅工場） 

2024 年度 環境経営活動計画・取組結果と評価 

計画作成日：2024 年 4 月 15 日、最終更新日： 2025 年 2 月 18 日 

作成者：馬場 桂（環境管理運営委員会）、評価責任者：柳橋 英寿（環境管理運営委員会）、承認者：川本 純子（環境管理責任者） 

 

7-1-1. 取組内容 

・行動目標（定性目標）                                                                               評価者: 柳橋 英寿 
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・数値目標（定量目標） 
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7-2. 柏事業所 

㈱東興電機製作所（柏事業所） 

2024 年度 環境経営活動計画・取組結果と評価 

計画作成日：2024 年 1 月 29 日、最終更新日： 2025 年 2 月 4 日 

作成者：馬場 桂（環境管理運営委員会）、評価責任者：佐藤 隆久（環境管理運営委員会）、承認者：川本 純子（環境管理責任者） 

 

7-2-1. 取組内容 

・行動目標（定性目標）                                                                              評価者: 佐藤 隆久 

対象項目 取組内容 取組内容詳細 

取組の実績（評価〇/△/×：コメント） 

実施 

担当 

4-6月 7-12月 

評

価 
コメント 

評

価 
コメント 

1) 環境負荷の低減 - 省エネルギーの推進 

 

CO2排出量の

削減 

- 電力使用量

の削減 

不要照明の消灯 ・各部所において、不要箇所の頻繁な消灯(昼休みは消

灯） 

〇  〇  全従業員 

周辺機器の節電 ・ 長時間不使用時にはPCをｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞもしくは電源

OFF 

〇  〇  

・ 暖房便座は、夏期は電源を落とし使用後は蓋を閉め

る 

〇 〇 

・ 電気ﾎﾟｯﾄの長時間の保温を避ける 〇 〇 

・ 冷蔵庫の温度調整は室温に合わせて調整する 〇 〇 

室内温度調節の徹底

（ｴｱｺﾝ） 

・ 冷房温度28℃±１℃､暖房温度20℃±１℃に設定､ｸｰﾙ

ﾋﾞｽﾞ､ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを実行 

〇  〇  

・ ｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ清掃及び点検の実施 〇 毎月1回清掃 〇 毎月1回清掃 



環境経営レポート | 16 

 

・ 遮光ｽｸﾘｰﾝ､ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ及び窓の開閉で室温調整 〇 101号室に新設 〇  

CO2排出量の削

減 

- ｶﾞｿﾘﾝ使用量

の削減 

- 軽 油 使 用 量

の削減 

車輌の点検整備の

徹底 

・ 点検整備を適宜実施し、燃費を向上させる 〇  〇  車 両 使 用

者 

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの実践 ・ 燃費効率の良い配送経路の検討 〇 〇 

・ 交通法規の順守、過積載の禁止 〇 〇 

適切な資源の選択

、設定 

 〇 〇 

2) 廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

 

廃棄物の排出量

の削減 

廃棄物の適正管

理 

分別の徹底 ・ｺﾞﾐの分別を徹底する 〇  〇  全従業員 

3R（ﾘﾃﾞｭｰｽ､ﾘﾕｰｽ､

ﾘｻｲｸﾙ）の徹底 

・ 使用済みｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞは業者指定のﾘｻｲｸﾙ店に持ってい

く 

〇 〇 

・ 部材の端材等の有効利用 〇 〇 

紙資源の削減（ﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾚｽ） 

・ 社内文書の電子化（電子ﾒｰﾙの活用） 〇 〇 

・ 両面印刷や集約印刷､省ｲﾝｸﾓｰﾄﾞでの印刷 〇 〇 

・ 社内文書の裏紙利用 〇 〇 

3) 水使用量の削減 

 

上水使用量の削

減 

 

節水の徹底 ・ 各蛇口の節水､ﾙｰﾙの徹底 〇  〇  全従業員 

漏水点検の実施 ・ 蛇口等の水漏れ点検 〇 △ 使用していな

いトイレの水

漏れ発生 

4) 化学物質の管理 

 

化学物質の適正

管理 

 

 

 

適正使用量, 保管料

の把握を継続 

・ 化学物質管理台帳の運用, 定期点検, 記録にて継続管

理 

〇  〇  管 理 担 当

者 

・ 施錠された保管庫による紛失, 誤使用防止 〇 〇 

環境負荷物質調査

依頼への対応 

・ 顧客からの適合要求に対しての迅速な情報提供 〇 〇 品 質 管 理

室 
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 新しい化学物質使

用の監視強化 

 - - 

5) 環境に関する取組の向上 

 

現場の意識向上 以下のような情報を

伝える掲示物を定期

的に作成し各拠点に

掲示することによ

り、環境意識の向上

を促す 

・事業活動における

直近のエネルギー使

用量・廃棄物量 

・全体ミーティングにて各拠点のエネルギー使用量・廃棄物量

を周知する 

・掲示物を定期的に掲示する 

 

〇  〇  環境管理 

責任者 

 

 

不良の削減 

ＩＴ技術の活用 

環境負荷物質の

製品への含有の

削減、禁止 

業務の効率化（不良

の削減, IT技術の活

用）および顧客要求

に従った環境負荷物

質の製品への含有の

削減、禁止の徹底 

・不良記録の徹底、再発防止処置の徹底 〇  〇  全従業員 

評価基準 

〇：達成率 80％以上 100％ △：達成率 50％以上 80％未満達成 ×：達成率５０％未満 
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・数値目標（定量目標） 

*「目標」の値は基準年(2023 年)の実績値、**「評価」は達成率 80％以上 100％ △：達成率 50％以上 80％未満達成 ×：達成率５０％未満 

対象項目 取組内容 評価 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 【参考】 

年間 

1) 環境負荷の低減 - 省エネルギーの推進 

CO2 

排出量の 

削減 

電力使用

量の削減

(kWh/人) 

目標 152.38 205.25 89.09 71.60 58.40 87.38 101.78 124.33 199.0 114.5 108.57 135.86 115.83 

実績 129.11 159.78 140.5 107.63  61.75  76.33  113.88 136.63 126.00 85.13 86.00 111.56 111.51 

評価 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ｶﾞｿﾘﾝ使用

量の削減

(L/人) 

目標 12.36 16.64 8.9 6.52 9.89 4.01 3.49 6.5 5.05 5.55 4.44 4.52 7.5 

実績 7.03 0 3.91 3.86  3.91  3.45 3.88 3.96 3.96 3.98 4.01 3.37 3.76 

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  〇  〇 〇 

2) 廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

廃棄物の

排出量の

削減(kg) 

一般廃棄

物(kg) 

目標 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180 

実績 20 20 10 ０ 25 0 20 0 25 0 20 0 140 

評価 △ △ △ 〇 △ 〇 △ 〇 △ 〇 △ 〇 〇 

産業廃棄

物(プラス

チッ

ク)(kg) 

目標 25 0 25 0 25 0 25 0 25 0 25 0 150 

実績 35 0 ０ 20  25  0 30 0 0 0 25 15 150 

評価 △ 〇 〇 × 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 × 〇 

3) 水使用量の削減 

上水使用量の削減 

(m3/人) 

目標 0.56 0.56 0.50 0.55 0.50 0.63 0.61 0.61 0.75 0.75 0.79 0.79 0.62 

実績 0.61 0.61 0.69 0.69 0.50  0.44  0.81 0.81 0.56 0.56 0.25 0.22 0.56 

評価 〇 〇 △ △ 〇 〇 △ △ 〇 〇 〇 〇 〇 
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年間評価 

＊概ね目標を達成できている。 

＊廃棄物の排出削減に関しては 2023/12～2024/3 までの 4 か月の実績をもとに目標設定したが通年ではほぼ予測どおりに推移した。来年度は一般廃棄

物、産業廃棄物とも前年より 5％以上の削減を目指す。 

＊使用していないトイレのパッキン劣化により漏水が発生。適度に水を流すことが必要との業者からのアドバイスを受け適宜対応していく。 
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7-3. 三鷹本社 

㈱東興電機製作所（三鷹本社） 

2024 年度 環境経営活動計画・取組結果と評価 

計画作成日：2024 年 1 月 29 日、最終更新日： 2025 年 2 月 3 日 

作成者：馬場 桂（環境管理運営委員会）、評価責任者：柳橋 英寿（環境管理運営委員会）、承認者：川本 純子（環境管理責任者） 

 

7-3-1. 取組内容 

・行動目標（定性目標）                                                                              評価者: 柳橋 英寿 

対象項目 取組内容 取組内容詳細 

取組の実績（評価〇/△/×：コメント） 

実施 

担当 

4-6月 7-12月 

評

価 
コメント 

評

価 
コメント 

1) 環境負荷の低減 - 省エネルギーの推進 

 

CO2排出量の

削減 

- 電力使用量

の削減 

不要照明の消灯 ・各部所において、不要箇所の頻繁な消灯(昼休みは消

灯） 

〇  〇  全従業員 

周辺機器の節電 ・ 長時間不使用時にはPCをｽﾀﾝﾊﾞｲﾓｰﾄﾞもしくは電源

OFF 

〇 〇 

・ 暖房便座は、夏期は電源を落とし使用後は蓋を閉め

る 

- - 

・ 電気ﾎﾟｯﾄの長時間の保温を避ける 〇 〇 

・ 冷蔵庫の温度調整は室温に合わせて調整する 〇 〇 

室内温度調節の徹底

（ｴｱｺﾝ） 

・ 冷房温度28℃±１℃､暖房温度20℃±１℃に設定､ｸｰﾙ

ﾋﾞｽﾞ､ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞを実行 

△ △ 

・ ｴｱｺﾝのﾌｨﾙﾀｰ清掃及び点検の実施 - - 
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・ 遮光ｽｸﾘｰﾝ､ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ及び窓の開閉で室温調整 〇 〇 

CO2排出量の削

減 

- ｶﾞｿﾘﾝ使用量

の削減 

- 軽 油 使 用 量

の削減 

車輌の点検整備の

徹底 

・ 点検整備を適宜実施し、燃費を向上させる 〇  〇  車 両 使 用

者 

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの実践 ・ 燃費効率の良い配送経路の検討 〇 〇 

・ 交通法規の順守、過積載の禁止 〇 〇 

適切な資源の選択

、設定 

 〇 〇 

2) 廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

 

廃棄物の排出量

の削減 

廃棄物の適正管

理 

分別の徹底 ・ｺﾞﾐの分別を徹底する 〇  〇  全従業員 

3R（ﾘﾃﾞｭｰｽ､ﾘﾕｰｽ､ﾘｻ

ｲｸﾙ）の徹底 

・ 使用済みｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞは業者指定のﾘｻｲｸﾙ店に持ってい

く 

△ △ 

・ 部材の端材等の有効利用 〇 〇 

紙資源の削減（ﾍﾟｰﾊ

ﾟｰﾚｽ） 

・ 社内文書の電子化（電子ﾒｰﾙの活用） 〇 〇 

・ 両面印刷や集約印刷､省ｲﾝｸﾓｰﾄﾞでの印刷 △ △ 

・ 社内文書の裏紙利用 〇 〇 

3) 水使用量の削減 

 
上水使用量の削

減 

節水の徹底 ・ 各蛇口の節水､ﾙｰﾙの徹底 -  -  全従業員 

漏水点検の実施 ・ 蛇口等の水漏れ点検 - -  

4) 化学物質の管理 

 

化学物質の適正

管理 

 

 

 

適正使用量, 保管料

の把握を継続 

・ 化学物質管理台帳の運用, 定期点検, 記録にて継続管

理 

-  -  管 理 担 当

者 

・ 施錠された保管庫による紛失, 誤使用防止 - - 

環境負荷物質調査

依頼への対応 

・ 顧客からの適合要求に対しての迅速な情報提供 〇 〇 品 質 管 理

室 
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 新しい化学物質使

用の監視強化 

 - - 

5) 環境に関する取組の向上 

 

現場の意識向上 以下のような情報を

伝える掲示物を定期

的に作成し各拠点に

掲示することによ

り、環境意識の向上

を促す 

・事業活動における

直近のエネルギー使

用量・廃棄物量 

・全体ミーティングにて各拠点のエネルギー使用量・廃棄物量

を周知する 

・掲示物を定期的に作成し各拠点に掲示する 

 

〇  〇  環境管理 

責任者 

 

 

不良の削減 

ＩＴ技術の活用 

環 境 負 荷 物 質 の

製 品 へ の 含 有 の

削減、禁止 

業務の効率化（不良

の削減, IT技術の活

用）および顧客要求

に従った環境負荷物

質の製品への含有の

削減、禁止の徹底 

・不良記録の徹底、再発防止処置の徹底 -  -  全従業員 

評価基準 

〇：達成率 80％以上 100％ △：達成率 50％以上 80％未満達成 ×：達成率５０％未満 
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・数値目標（定量目標） 

*「目標」の値は基準年(2023 年)の実績値、**「評価」は達成率 80％以上 100％ △：達成率 50％以上 80％未満達成 ×：達成率５０％未満 

対象項目 取組内容 評価 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 【参考】 

月平均 

1) 環境負荷の低減 - 省エネルギーの推進 

CO2 

排出量の 

削減 

電力使用

量の削減 

(kWh/人) 

目標* 138.67 163.83 106.17 90.33 83.83 99.17 140.50 123.50 112.17 83.83 96.33 125.33 113.64 

実績 146.50 142.17 129.33 84.17 77.83 94.17 128.33 124.17 104.17 82.33 81.33 106.17 108.39 

評価** 〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

ｶﾞｿﾘﾝ使

用量の削

減(L/人) 

目標* 10.52 7.00 14.17 0.00 0.00 6.19 7.64 27.40 8.63 29.34 12.21 0.00 10.26 

実績 4.47 0.00 0.00 0.00 7.30 6.13 0.00 0.00 0.00 11.02 8.42 0.00 3.11 

評価** 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

2) 廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

廃棄物の

排出量の

削減(kg/

人) 

一般廃棄

物(kg/人) 

目標* 0.92 2.75 2.33 3.33 2.63 1.92 0.42 3.04 2.08 3.29 1.63 2.67 2.25 

実績 1.29 1.58 2.67 2.00 2.42 4.08 3.17 1.17 2.5 1.5 3.42 2.29 2.34 

評価** △ 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 × 〇 〇 
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7-4. 全社 
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8. 活動内容の紹介 

 

内部コミュニケーション 

工場および本社内の掲示物作成 

集合ミーティングや掲示物にて、電気

使用量、水使用量、廃棄物量のデータ

を定期的に社員へ向けて発信し、環境

経営活動へのモチベーションの持・強

化を図っています。 
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外部コミュニケーション 

企業 Web サイトでの情報発信 

企業 Web サイト内に、「エコアクション 21」への取り組みを紹介するページを設けて毎年レポートを掲載しているほか、「当社の環境負荷物質への対応

について」というページでは、製造時に調達する部材や資材、その他物品に関する管理体制や、各国化学物質規制への対応状況について記載し、当社の

取り組みを周知しています。 

 

■「人と地球にやさしい環境づくり」ページで 

環境経営レポートを公開 

https://www.tokods.com/tds/about-us/environment/ 

 

■「当社の環境負荷物質への対応について」ページで 

RoHS2）指令への対応状況についても説明 

https://www.tokods.com/tds/about-us/environment/rohs2/ 

 

 

  

https://www.tokods.com/tds/about-us/environment/
https://www.tokods.com/tds/about-us/environment/rohs2/
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自転車安全利用促進オリエンテーション 

青梅工場において、自転車安全利用促進オリエンテーションを実施しましたので、報告します。 

 

[青梅工場] 

〇2024 年 9 月 5 日 

昨今、全国的に自転車交通事故が増加していることをうけ、最新の自転車交通ルールを理解し、自転車の安全な利用方法を心がけるようにするために、自転車通

勤者向けに、外部講師を招いて実施しました。 

スマートフォンで東京都自転車安全学習アプリ「輪トレ」を使用しての講習で、参加者の理解が深まりました。 

 

 
 

  



環境経営レポート | 33 

 

 

9. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 並びに違反、訴訟等の有無 
 

環境関連法規の違反・訴訟等は、当社の環境関連法規制一覧表にてチェックした結果、過去および現在において一切ありませんでした。また、創

業以来、関係機関等からの法規制違反の指摘、近隣からの指摘・苦情もありません。なお、下記法規制等が当社に該当いたします。 

 

- 法律 - 

環境基本法 

循環型社会形成推進基本法 

RoHS 指令 

REACH 規制 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

道路運送車両法 

消防法 

労働安全衛生法有機溶剤中毒予防規則 

グリーン購入法 

フロン排出抑制法 

製造物責任（PL）法 

プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律 

- 条例 - 

【東京都】 

東京都健康と安全を確保する環境に関する条例 

（東京都環境確保条例等） 

【武蔵野市】 

武蔵野市廃棄物の抑制・再利用と適正処理及びまち

の美化に関する条例 

【青梅市】 

青梅市廃棄物の処理及び再利用促進に関する条例 

【千葉県】 

千葉県廃棄物の処理の適正化等に関する条例 

 

- 顧客要求事項 - 

各社グリーン調達基準/ガイドライン 
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10. 外部からの苦情などの受付状況及び対応結果 
 

2024 年度、外部からの苦情はありませんでした。 
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11. 代表者による全体評価と見直しの結果 

今年度は生産増加であったが、CO２排出量、エネルギー使用量の削減を達成することができた。 

環境に関する取組が社員へ浸透してきていることもあるが、 

各工場ごとで、目標を設定し、達成に向け取り組んだことも大きな要因となっていると思われる。 

次年度についても、今年度の環境経営に関する方針、目標・計画、実施体制について継続し、目標達成に向けて取組を進めていきたい。 

 

代表者の指示 

  変更の有無 指示事項 

方針 変更なし 無 

目標・計画 変更なし 無 

実施体制 変更なし 無 

 

 

 


